
宮崎民医連では、医学科生対象の奨学金制度を設けています。

今回は、「宮崎民医連の奨学生」の活動についてご紹介します。

奨学生になりませんか？

毎月第３月曜日に宮崎大学奨学生会議（通称：てのひら会）

を開催しています。

「戦争と平和」、「ＳＮＳと精神病」、「地域医療」、「医療訴

訟」、「医療と行政」、などの様々なテーマの学習や学生の実

習報告、１２月にはクリス

マス会など行っておりま

す。毎回、医師や病院職員

も含めて学習と交流をして

います。

年に１度、県内

外の大学から

奨学生が集ま

り、合宿を行っ

て現場で働く医

師と交流をして

います。

医系学生サポートセンターは宮崎大学医

学部から徒歩5分の場所にあります。

この施設は、医学生の学習、支援を行って

います。

奨学金制度、学習企画、病院実習の案内をしております。職員が常駐していま
すので、お気軽にお声かけください。

奨学生会議

奨学生合宿

サポートセンター

民医連企画

対象：

奨学金の額と貸与：
支給期間：

日本全国の医科大学・大学医学部

に在籍する医学生

１０万円

奨学生の決定から卒業まで、最短

修学年限の範囲内

返済義務免除：奨学金の貸与を受けた者が３

年以上かつ奨学金の受給期間

と同一期間、宮崎民医連の病

院、診療所に勤務した場合。

医学科生  奨学金

お問い合わせ先：宮崎民医連　医系学生サポートセンター　医学生担当　℡ 0985-85-9717

病院実習・奨学金制度、企画の案内

医学書やパソコン、コピー機
を使うことができます。

勉強
毎週水曜日（長期休暇を除く）に昼食会を
行っています。医学生は無料。

昼食会

はじめに「ＫＯＭＳＡ」とは、年に１回

九州・沖縄の持ち回りで開催しており、

各地域（県）から実行委員の学生が選出

され、自分たちの興味がある問題につ

いて学び、本番の内容について議論し準備した集大成として開かれています。これまで各地域で学んだことを共有

し深める場所であるとともに、同じ医学生と交流や話し合いを通じて自分の医師像を考え深める場です。

２０２４年９月２８日・２９日にＫＯＭＳＡ（九州沖縄医学生のつどい）が開催されました。九州・沖縄から４３名

（過去最高参加人数）の医学生が参加し、宮崎からは３名の医学生が参加しました。学生主体で様々な企画を進めな

がら『人権』について考えていきました。

医学生
広場

の
Plaza of Medical students

Plaza of Medical students

Plaza of Medical students

〇うみたまごフィールドワーク　
〇ハンセン病に関する学習講演
〇グループディスカッション
〇各県持ち寄り学習発表

《参加学生の感想》

• うみたまごは水族館や人権に関するクイズをスタンプラリー形式で行いアイスブレイクも兼ねたフィールドワークで

初対面の方とも親睦を深める事が出来て良かった。

• ハンセン病という一つのテーマだけで、患者の人権が無いに等しいこと、医者が自分は救う立場であると自覚する

ことで逆に相手の立場に立てなくなってしまうこと、病気に対する間違った知識は差別の原因になってしまう事、

など様々な問題について考えさせられ非常に勉強になった。

• 夕食交流会ではただグループで交流するだけでなくクイズや絵しりとりなど行い皆が楽しめる内容で楽しかった。

自己紹介は各県連の個性がでていて面白かったし、また参加した皆に会いたいなと思う。

KOMSA
Kyushu Okinawa Medical Students Associat ion

九 州 ･ 沖 縄 医 学 生 の つ ど い

in大分

企画内容

さまざまな企画に参加でき

ます。

・医学生のつどい（全国の医

学生と交流・学習企画）

・ＫＯＭＳＡ（九州の医学

生と交流・学習企画）

・病院実習

・学習会

9 てのひら医学生と宮崎民医連の情報誌。 10てのひら 医学生と宮崎民医連の情報誌。


